［様式例２－14］
消費場所付近見取図　（地形図）
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備　考
　１　国土地理院等発行の位置関係が正確な図面を使用すること。
　２　発破場所から３００ｍの範囲内にある建物、道路、電線路等の状況を記載し、火薬類取扱所、火工所
　　、発破場所相互の通路を朱書きすること。
　３　保安物件には名称を入れて、発破場所から最短の水平距離を記入のこと。
　４　上記凡例は、すべて朱書きすること。
